
家
庭
で
の
備
え

　
家
庭
で
は
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

◦
屋
根
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
外
壁
な
ど

を
点
検
し
、
雨
漏
り
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
は
修
理
す
る

◦
雨
ど
い
や
側
溝
を
清
掃
し
、
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る

◦
雨
が
強
ま
る
前
に
、
浸
水
が
多
い
場

所
に
土
の
う
、
地
盤
の
弱
い
斜
面
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
設
置
す
る

　
市
で
は
、
土
の
う
・
土
の
う
袋
・
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
配
布
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

土
砂
災
害
へ
の
注
意

　
崖
崩
れ
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂
災
害

か
ら
は
、
危
険
の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ

る
こ
と
で
身
を
守
れ
ま
す
。

　
崖
崩
れ
に
よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高

さ
の
2
倍
の
距
離
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル

程
度
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
現
象
に
気
付
い
た
ら
、
速
や
か

に
崖
か
ら
遠
く
に
離
れ
、
市
に
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
台
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
こ
の
情
報
を
基
に
、
危
険

性
の
高
い
地
域
に
対
し
て
避
難
勧
告
な

ど
を
発
令
し
ま
す（
3
ペ
ー
ジ
下
段
）。

　
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
す

ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
、
市
が
指
定

す
る
避
難
場
所
や
、
一
時
的
に
利
用
で

き
る
近
く
の
集
会
所
な
ど
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
・

防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

  

市
で
は
、
い
ち
早
く
防
災
情
報
を
伝

え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で
自
動
放

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
な
り

た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
市
内
1
4
9
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
強
風
や
雨
な
ど
の
気
象
条
件
や
高
層

建
築
物
な
ど
の
周
辺
環
境
に
よ
り
、
聞

長
雨
や
集
中
豪
雨
の
備
え
は

万
全
で
す
か

これから雨の多い季節を迎えます。長雨や「ゲリラ豪雨」と
呼ばれる集中豪雨は、河川の氾濫や土砂災害による大きな
被害をもたらします。気象情報には十分注意し、被害を最
小限にするためにも、日頃からの備えを心掛けましょう。

い
よ
い
よ
梅
雨
入
り

大雨により三里塚線道路が冠水（平成29年8月）
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◦避難勧告や避難指示（緊急）を発
令することが予測される

・いつでも避難ができるよう準備
する

・身の危険を感じる人は避難を開
始する

・避難に時間を要する人（高齢者、
障がいのある人、乳幼児など）
は避難を開始する

◦災害による被害が予想され、人
的被害が発生する可能性が高い

・避難場所へ避難する
・地下にいる人は速やかに安全な

場所に避難する

◦災害が発生するなど状況が悪化
し、人的被害の危険性が非常に
高い

・避難していない場合は直ちにそ
の場所から離れる

登
録
。
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
し
て
い
る

人
は
、
事
前
に
「sg-m

.jp

」
の
ド
メ

イ
ン
か
ら
の
受
信
と
、
U
R
L
付
き

メ
ー
ル
の
受
信
を
許
可
す
る
設
定
に
変

更
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
祝
日
を
除

く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
6

時
に
受
託
会
社
バ
イ
ザ
ー（
☎
0
5
7 

0
‐
0
5
5
‐
7
8
3
）へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
で
高
め
る

地
域
の
防
災
力

　
災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
に
よ

る
緊
急
対
応（
公
助
）に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る（
自

助
）と
い
う
考
え
方
に
加
え
、
地
域
の

人
同
士
で
協
力
し
な
が
ら
防
災
活
動
に

取
り
組
む
こ
と（
共
助
）に
よ
っ
て
、
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
人
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち

を
守
る
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織

を
「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
で
は
、
区
・
自
治
会
・
町

内
会
な
ど
を
単
位
と
し
て
1
1
8
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
避
難
訓
練

や
救
出
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
成
し
て
い
な
い
区
や
自
治
会

は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

も
、
組
織
の
結
成
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

き
取
り
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

聞
き
逃
し
た
と
き
な
ど
は
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
1
0
1
2
0
‐

3
8
3
8
9
8
）や
、
市
防
災
情
報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://service.su 

gum
ail.com

/narita/m
em
ber/

portals/

）、
防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

（http://tw
itter.com

/bousai_na 

rita

）で
確
認
で
き
ま
す
。ツ
イ
ッ
タ
ー

は
登
録
し
て
い
な
く
て
も
内
容
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
に
関
す
る
情
報
を
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
送
信
し
ま

す
。
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

配
信
内
容（
選
択
可
）

◦
防
災
情
報

◦
大
気
に
関
す
る
情
報

◦
消
防
情
報

◦
防
犯
・
安
全
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
情
報

登
録
方
法

　
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（info-n 

@
sg-m

.jp

）に
直
接
空
メ
ー
ル
を
送
信

後
、
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る

U
R
L
か
ら
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
（
ま
た
は
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
ア
ク
セ
ス
）

し
、
案
内
に
従
っ
て

訓練で応急手当てを学ぶ地域の人

　土砂災害に対する被害の軽減や拡大防止など
を目的とし、訓練を実施します。
　当日は、防災行政無線から訓練放送が流れま
すので、注意してください。
日時＝6月9日㈯ 午前9時〜正午
地区＝伊能地区（1〜4区）
※くわしくは危機管理課（☎20-1523）へ。

土砂災害訓練を実施します

避難情報の種類と取るべき行動

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示（緊急）

危険度低 高

共通項目
・外に出ることで、かえって命に危険が及ぶような状況では、屋内の

より安全な場所に避難する
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